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はじめに

防衛力の中核は人であり、自衛隊員です。そしてその御家族も、我が

国の防衛を支える大切な一員です。厳しい環境の中、国内外で、日夜任

務や訓練に励む隊員諸官は、我々の誇りであり、国の宝です。時代や社

会が変化する中にあっても、全ての隊員が、職種や年齢、性別、勤務地

を問わず、誇りと名誉をもって、任務に邁進できる環境を作り上げるこ

と。そしてまた、時には遠い海の向こうで、過酷な環境の下、任務に汗

を流している中、御家族が安心して生活し、その帰りを安心して待てる

環境を整えることも、私に課せられた重要な使命です。

私は、防衛大臣として着任以来、自衛隊員とその御家族を守り抜くと

いう決意で、処遇や生活・勤務環境の改善を推進してきました。

例えば、

・ 昨年の給与法改正で自衛官の給与が過去最高額となったこと

・ 高等工科学校や防大の学生の年収を20万円以上上げること

・ 予備自衛官の手当も過去最高額に上げること

・ 令和８年度予算で、過去最大の上げ幅となる糧食費を含め、

人的基盤強化に５，８１４億円を計上したこと

・ 自衛隊創設以来初となる自衛官独自の給与体系の改定を、前倒しで

令和９年度中に実施すること

・ 今国会で、若年定年退職者給付金の引上げや、再就職支援の複数回

実施のための立法措置を講じること

・ 海上保安庁や総務省などと協力し、再就職先を拡充したこと

・ 隊員の要望を受け、カロリーメイト等を速やかに支給したこと

など、多くの駐屯地・基地を訪問し、現場の声をしっかり把握した上

で形にしつつ、処遇改善を進めてきました。

第６回関係閣僚会議（官邸HPより） 部隊視察（陸自相浦駐屯地）



防衛大臣として、自らが隊員諸官の先頭に立ち、処遇改善等の取組み

を着実に推進するとともに、隊員諸官が社会の中で誇りをもって任務に

邁進でき、御家族も胸を張って生活できる環境の構築を模索し、前例に

とらわれず、自衛官の社会的地位の向上のための新たな検討にも取り組

み、自衛官に対する感謝と敬意にあふれる社会を目指してまいります。

防衛大臣
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部隊視察（空自府中基地） 部隊視察（護衛艦くまの）

大臣メッセージ動画はこちら！

令和八年四月



空 白
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自衛官の処遇改善等の取組
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令和７年度までの取組

令和８年度４月以降の取組

総理大臣を議長とする関係閣僚会議において、令和６年１２月「自衛官

の処遇・勤務環境の改善及び新たな生涯設計の確立に関する基本方針」

が取りまとめられました。この「基本方針」等に基づき、以下の取組を

実施してきました。

⚫ 処遇改善

・ 令和７年度、過去に例のない３０を超える手当等の新設・引上げ等

・ 令和７年度の給与法改正で自衛官の給与について過去最高額を実現

⚫ 生活・勤務環境の改善

隊舎・庁舎の建替や改修、隊舎居室の個室化、Wi-Fiなどの通信環境

の整備、女性用区画の整備など、改善の取組を推進

⚫ 新たな生涯設計の確立

定年延長、再就職先の拡充などを推進

⚫ 令和８年度予算では、自衛官の処遇改善等のための経費として、

令和７年度予算の約１．５倍となる５，８１４億円を計上して、処遇

改善等を一層推進

● 若年定年退職者給付金の給付水準の引上げや、若年定年退職した自衛官

の就職援護を６５歳まで可能とする法律の改正案を今国会に提出

⚫ 自衛隊創設約７０年間一度も見直しが行われてこなかった自衛官の

給与体系を令和９年度に改定予定

⚫ 引き続き、アンケート調査や隊員との懇談などで得られた隊員のニー

ズを踏まえながら、自衛官の社会的地位の向上を含む処遇改善の取組

みを推進
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携帯電話で番組等を視聴する艦艇乗組員無線ＬＡＮ環境を活用して勉学する隊員

隊舎居室の個室化（既存隊舎）

一般曹候補生の高卒入隊モデルケース



空 白
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給与面の処遇改善
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給与面の処遇改善

概 要

●令和９年度に自衛官の給与体系の改定を目指す(部外の専門家による検討に着手)

●令和８年度予算では、さらにもう一歩、司令部・訓練・整備といった、自衛隊

の組織と活動を支える中間層の隊員を中心に処遇改善を実施

9

１ 共同・統合訓練演習従事手当の新設
統合演習等において、統裁部の隊員（本府省業務調整手当が支給される者を除
く。）が引き続き７日以上（１日につき１２時間以上）業務に従事した場合に
日額７１０円を新たに支給

２ 犯則取締等手当の新設
警務官等が日本国外において刑事訴訟法の規定に基づく
捜査又は 逮捕の業務に従事した場合に
日額５５０円を新たに支給

３ 野外整備作業手当の新設
野外での演習等において運用される
防衛用品が故障した場合に実施する
野整備等に従事する陸上自衛官に
日額６００円を新たに支給

４ 北部地域野外作業手当の新設
留萌、名寄、遠軽、美幌、別海の５つの駐屯地に勤務する隊員が、北海道の厳
しい自然環境の下、屋外で訓練、演習又は自衛隊施設の維持管理等の作業に
従事（１日１時間以上）した場合に日額１，２００円を新たに支給（月額※２．４万円）

新 設

※月額は、手当支給対象業務等に２０日間従事したものとして積算

拡 充

１ 航空管制業務に従事する隊員に対する手当の拡大
陸上自衛隊の東部方面管制気象隊第２派遣隊又は海上自衛隊の南鳥島航空派
遣隊の隊員にも支給範囲を拡大し、日額３４０円を新たに支給

２ 航空機整備に従事する隊員に対する手当の拡大
作業の対象となる機種が配備されていない
駐屯地等において、任務飛行に連続して対
応する航空機に対する航空機整備作業を実
施した場合に日額１，２００円を新たに支給
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拡 充（続き）

３ 配置手当等に関する支給上限額の見直し
配置手当等の支給上限額を将の２号俸の俸給月額から
４号俸に引き上げることで、将補（二）以下の配置手
当の支給上限額を引き上げる。

４ 航空作業手当の支給範囲の拡大
試験飛行訓練に搭乗する隊員にも
日額１，２００円～２，２００円を新たに支給

５ 最先任上級曹長等に支給する手当の拡大
陸上自衛隊の第１５師団の最先任上級曹長等にも
日額５００円を新たに支給（月額※１万円）

６ 航海手当の支給範囲の拡大
自衛隊海上輸送群の機動舟艇（ＭＳＶ）に乗り組む陸上自衛官
を支給範囲に追加

７ 爆発物取扱作業等手当の支給範囲の拡大
油槽船における貨物油タンク清掃作業に
日額５６０円を新たに支給

８ 航空自衛隊被服の定数化
防衛省の職員の給与等に関する法律施行令（昭和２７年政令第３６８号）
別表第９イに規定する航空自衛官又は航空自衛隊の自衛官候補生の略帽
の数量を０個から１個に、夏服（上衣及びズボン又はスカート）の数量
を２組から３組に改定し、作業下衣を２着加える。

９ 夜間勤務者に対する手当の拡大
宇宙作戦団及び作戦システム運用隊においてサイバー攻撃等の対処に関する業
務等に従事する隊員又は宇宙作戦集団においてレーザー測距装置の運用業務等
に従事する隊員に夜間特殊業務手当の支給範囲を拡大

10 航空手当の支給範囲の拡大
海上自衛隊の第２１１教育航空隊の航空自衛官を支給範囲に追加

※月額は、手当支給対象業務等に２０日間従事したものとして積算



士の処遇改善
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概 要

●令和８年度から、任期満了後、大学等在学期間中に即応予備自衛官、予備自衛

官に任官した者が申請した場合に支給される進学支援給付金の支給対象を拡大

●また、自衛隊奨学生の採用枠を５０名から６５名まで拡大

１ 進学支援給付金の拡充

任期満了後、大学等在学期間中に即応予備自衛官、予備自衛官に任官した者が

申請した場合に支給される進学支援給付金の支給対象に令和８年度から夜間の授業

及び通信制による教育を行う学科等を追加

【拡充後の支給対象】

大学、大学院、短大（専攻科）、高専(専攻科)、専門学校（４年制及び適格専攻

科）※夜間・通信制を含む

【予備自衛官】

昼 間 ：年 額 ３５６，０００円（上限）

夜間・通信制：年 額 １７８，０００円（上限）

【即応予備自衛官】

昼 間 ：年 額 ５３５，８００円（上限）

夜間・通信制：年 額 ２６７，９００円（上限）

２ 自衛隊奨学生※１の拡充

・採用枠の拡大（奨学生の最大在籍人員数※２）

（現 行）５０名

（拡 大 後）６５名

・学資金の引上げ（Ｒ７）

（引上げ前）月額 ５４，０００円

(現 行）月額 ８０，０００円（年額９６０，０００円）

※ １ 大学（短期大学、大学院を含む）、高専、専門学校又はこれらの学校に相当する外国の学
校において、理学、工学、文学（語学）又は法学を選考している者（今後、専攻しようとし
ている者を含む。）で、卒業（終了）後その専攻した学術を活かして引き続き自衛隊に勤務
する意思を持つ者に対し防衛省より学資金が貸与される制度

※ ２ 毎年の採用予定数は採用要項をご確認ください



予備自衛官等の処遇改善（１／２）
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・予備自衛官

概 要

●令和７年人事院勧告に基づく防衛省の職員の給与等に関する法律等の改正に
伴い、予備自衛官手当等を引上げ

区 分
現 行

（令和７年９月～）
改定後

(令和８年４月～)

予備自衛官手当
１２，３００円／月

（１４７，６００円／年）
１３，１００円／月

（１５７，２００円／年）

訓練招集手当
１１，０００円／日

（５５，０００円／５日）
１１，６００円／日

（５８，０００円／５日）

区 分
現 行

（令和７年９月～）
改定後

(令和８年４月～)

即応予備自衛官手当
１８，５００円／月

（２２２，０００円／年）

１９，７００円／月

（２３６，４００円／年）

訓練招集

手当

２等陸尉 ２６，３００円／日 ２７，２００円／日

３等陸尉 ２５，７００円／日 ２６，４００円／日

准 陸 尉 ２５，４００円／日 ２６，３００円／日

陸 曹 長 ２４，８００円／日 ２５，５００円／日

１等陸曹 ２４，２００円／日 ２５，１００円／日

２等陸曹 ２３，０００円／日 ２３，９００円／日

３等陸曹 ２０，７００円／日 ２１，６００円／日

陸 士 長 １８，３００円／日 １９，４００円／日

１等陸士 １７，１００円／日 １８，２００円／日

（７８９，０００円／３０日
～５１３，０００円／３０日）

（８１６，０００円／３０日
～５４６，０００円／３０日）

区 分 現 行
改定後

(令和８年４月～)

教育訓練招集手当 ８，８００円／日 ９，３００円／日

・即応予備自衛官

・予備自衛官補

12
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予備自衛官等の処遇改善（２／２）

●予備自衛官等の被服・装具等の更新を促進

●招集訓練等に参加しやすい環境を構築するための自衛隊側の受入れ基盤の整備

被服・装具等の更新

持続的な部隊運用を支える予備自衛官等に係る施策の推進

受入れ基盤の整備

予備自衛官等に関する連絡・調整等のデジタル化

●予備自衛官等本人と地方協力本部や即応予備自衛官の指定部隊等との連絡・調整

などを、スマートフォンで手軽に行うことができる「予備自衛官等管理システム

（ReSMS「リスモス」）」を令和８年度から導入

（ ReSMS ：Reserve Service and Management System）

●「ReSMS」は、部外クラウドサービスを利用して、訓練の出頭調整、招集命令書

の受領（閲覧）、各種届出の作成・提出等といった様々な内容を、予備自衛官等

本人のスマートフォンで行うことができるようになり、これまで予備自衛官等の

方々が行っていた事務手続きが簡易になり、利便性が大幅に向上

予備自衛官等管理システム
（クラウドサービス）地方協力本部等

予備自衛官等

➀訓練日程の入力 ②訓練日程を確認

③スマートフォンから
訓練参加希望日を入力

④訓練の参加希望日を
ネットワーク上で確認

ＲｅＳＭＳの利用イメージ
（訓練の出張調整）



生活・勤務環境の改善
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隊舎・庁舎等の整備

概 要

予算推移

改善・魅力化

●隊員の生活・勤務環境に直接関わる隊舎及び庁舎のうち、旧耐震基準時代の建物

は約９００棟※

●令和８年度までに約４５０棟の建替事業に着手予定。残りの建物のうち、約１３０棟

については耐震対策済
※令和７年度末時点の棟数

江田島地区【海】

～ before ～ ～ after ～

昭和３３年度建設

三沢基地【空】

浴 室

洗濯場
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会議室

トイレ

単位：億円

昭和１７年度建設

玄関ホール

会議室

（生活・勤務環境改善に係る施設整備関連経費）

名寄駐屯地【陸】

昭和２８年度建設



隊舎居室（個室化）

改善・魅力化

～ before ～
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～ after ～

●既存隊舎の居室は、パーテーションなどによる間仕切りで個室化し、陸自は

令和７年度、海自・空自は令和１０年度までに完了予定

●陸自は、個室化による居室の更なる魅力向上を図るため、備品を充実すると

ともに居室の壁や床の改修を推進

●また、今後の隊舎新設及び既存隊舎改修においても個室化を推進

既存隊舎のパーテーションなどによる間仕切り、床等の改修

隊舎新設及び既存隊舎改修における居室のイメージ

概 要

居室の更なる魅力向上

インダストリアル型

※令和８年２月末時点

北欧モダン型

パーテーションなどによる間仕切り

内観イメージ内観イメージ



空調設備・エアコン

概 要

改善・魅力化

●不具合が生じている隊舎・庁舎等の空調設備の改修等は令和７年度までに完了

引き続き、生活・勤務環境の改善に向けて、計画的な空調設備の改修を推進

●全館空調がない隊舎等へのエアコンの設置は、陸自は令和７年度で完了、

空自は令和８年度で完了予定（海自は毎年度発生する損耗更新を実施予定）

エアコンのレンタル

空調設備が故障した際は、エアコンの
レンタル等により柔軟に対応

17

窓用エアコン冷風機床置型空調機

～ after ～

個別空調機

故障していた空調設備の更新

～ before ～ ～ after ～



女性区画の整備

概 要

改善・魅力化

●女性自衛官の積極的な採用・登用に取り組んでおり、令和１７年度までに１３％

以上まで増加させる計画

●この計画に合わせて、隊舎・庁舎や艦艇の女性用区画の女性用トイレや洗面所等

の整備などを積極的に推進

トイレ

洗面所

シャワー室

安全・安心

～ before ～ ～ after ～

和 式 洋式化(機能向上)

老朽化 改修後

老朽化

遮光フィルムテンキー式
ドアロック

18



仕事と生活の両立支援
制度面の充実

●テレワークやフレックスタイム制、育児・介護に係る特別休暇など、柔軟な働き方

を可能とする両立支援制度を充実させるとともに、隊員の状況に応じたきめ細かい

対応や配慮を行い、隊員がワークライフバランスを実現しつつ活躍できる職場環境

の整備を推進

［最近の取組］

・子の看護等休暇の対象範囲の拡大

（未就学児→小学校３年生）

・勤務を要しない日を週１回設定可能

（フレックスタイム制の活用）

各制度の詳細はコチラ

庁内託児施設の設置

●こどもを抱える隊員が仕事と育児の両立できる環境を整える観点から、

全国９箇所に庁内託児施設を設置

●今後の庁内託児施設整備は、隊員のニーズの把握や地域との連携を図りつつ、

駐屯地内だけではなく、宿舎が所在する地区も視野に入れて検討

設置場所 開設時期
１ 三宿駐屯地（陸自） 平成19年４月～
２ 熊本駐屯地（陸自） 平成21年４月～
３ 横須賀地区（海自） 平成22年４月～
４ 真駒内駐屯地（陸自） 平成23年４月～
５ 朝霞駐屯地（陸自） 平成27年４月～
６ 入間基地（空自） 平成28年４月～
７ 市ヶ谷地区 平成29年４月～
８ 所沢（防衛医大） 平成29年10月～
９ 神町駐屯地（陸自） 令和８年４月～

臨時託児（シッターサービス）

●託児施設の通常保育の時間外にあたる早朝・夜間、休日の特別勤務や訓練等に

従事する隊員の子供の一時預かりの場として、自衛隊施設を活用した臨時託児

事業（シッターサービス）を実施

●令和６年度より試行を開始し、令和８年度より本格運用開始

令和８年度実施駐屯地等

陸上自衛隊
守山、朝霞、目達原、中央病院、
宇都宮、伊丹、善通寺、福岡

海上自衛隊 横須賀、厚木

航空自衛隊 那覇、浜松、小松、築城
※下線は、新たに令和８年度より順次開始予定 19



空 白

20



通信環境（Wi-Fi等）

21

概 要

●Ｗｉ－Ｆｉなどによる通信環境の整備を拡大

●これまでの厚生棟や僻地・離島の生活隊舎のみの設置から、それ以外の駐屯地・

基地における生活隊舎の自習室等に拡充

●海自水上艦では、これまで食堂などの共用区画に限られていた番組・動画等の

視聴やメール送受信を居住区画にも拡充。更に、遠洋航海においてインターネットの

閲覧等ができるよう通信環境を改善

陸上自衛隊

１ 令和２年度から、令和４年度にかけて、全ての駐屯地・分屯地の厚生施設に整備

２ 令和６年度から、生活隊舎の共用区画への整備に着手

３ 令和７年度末までに、全ての生活隊舎の共用区画に整備

生活隊舎（陸上自衛隊） 無線ＬＡＮ環境を活用して勉学する隊員

航空自衛隊

１ 令和２年度から、僻地・離島の生活隊舎の共用区画への整備に着手

２ 令和８年度末までに、全ての厚生棟及び生活隊舎の共用区画に整備予定

無線ＬＡＮ環境を活用してメールする隊員生活隊舎（航空自衛隊）



海上自衛隊

【基地等の通信環境】

１ 令和６年度に全ての基地の厚生棟及び僻地・離島の生活隊舎の共用区画に整備

２ 令和７年度までに全ての生活隊舎の共用区画に整備

携帯電話で番組等を視聴する隊員
衛星インターネットサービス

「スターリンク※」

【艦艇の通信環境】

１ 令和５年度から、共用区画に加え、居住区画において、乗員のスマートフォン

等から録画映像を視聴できる環境の整備に着手（令和７年度整備完了）

２ 令和６年度から、共用区画に加え、居住区画において、家族等とのメールの

送受信ができる環境の整備に着手（令和８年度整備完了予定）

３ 令和７年度から、インターネットが利用できる環境の整備に着手

（令和９年度整備完了予定）

22

※ ⽶スペースＸ社の衛星インターネットサービス



艦艇乗員の生活・勤務環境の改善

概 要

●新型ＦＦＭやイージス・システム搭載艦などの新型艦において、個人空間を確保

●また、停泊中における乗員待機所、通信環境の改善（既述）などを進め、艦艇乗

員の生活・勤務環境を改善

～ before ～

改善・魅力化

停泊中における乗員の疲労回復を目的として、これまでに全国３箇所（横須賀、呉、下関）
に艦艇乗員待機所を整備

艦艇乗員待機所を改善

～ after ～

新型ＦＦＭの居住区をカプセルベッド仕様に変更し、
プライバシーの確保、快適性の向上

～ before ～ ～ after ～

既存艦艇の寝台
カプセル寝台（イメージ）

ユニットバス付

～ before ～
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トレーニングルーム個 室



寝具・日用品

寝具の改善・魅力化

〈更新〉

〈規格見直し〉

⃝マットレス
✓ 体圧分散機能
✓ 高い通気性
✓ 軽量
⃝カバー
✓ 洗濯可能
✓ 抗菌防臭加工
⃝敷きパッド
✓ 接触冷感
✓ 温感
⃝まくら
✓ 低反発

蒸れにくい通気性

24

概 要

●寝具等については、陸自において累積している寝具等の損耗更新は令和７年度

予算で完了(以後、各自衛隊は毎年度発生する損耗更新及び規格の見直しを実施)

●日用品については、各自衛隊において、隊員が職務を遂行する上で必要不可欠な

トイレットペーパーやガムテープ等の日用品や事務用品の所要量が確保できるよ

う、所要額を確実に計上

シーツまくら掛け布団 毛 布

（イメージ）

（イメージ）

まくら

敷きパッド

●良好な隊員の生活・勤務環境の実現に向けて所要量を確保

●各自衛隊に対し、半期ごとの定期的な日用品等の購入状況等を調査する

フォローアップ体制を構築

※日用品等とは…官費で購入することが適当と考えられる日用品及び事務用品をいう。

ただし、隊員が個人的な嗜好等により自主的に購入しているものを除く。

⇒令和２年度下半期以降、日用品等の自費購入等は確認されておりません。

日用品の改善



〈数量見直し・仕様改善〉

被 服

概 要

予算推移

改善・魅力化

●隊員が日ごろから身に着ける制服や作業服といった被服等については、隊員が

その能力を発揮し各種任務を遂行するため、使用実態に応じて適切に整備

●令和８年度においては、更新所要のある被服等の更新を行うとともに、隊員から

の要望が多かった下衣の数量増加や作業服の仕様改善を実施

単位：億円

25

✔下衣
隊員からの要望を踏まえ、貸与数を増加
※勤務体系や部隊特性等を踏まえ段階的に整備

陸上自衛隊においては戦闘下衣の速乾性
を向上しメッシュインナーを新規貸与

✔空自第３種夏服
防給令改正により1着を追加で貸与。
航空自衛隊：２着→３着

（男子） （女子）
第３種夏服上衣

戦闘服

通気性・デザインを改善し、操用性向上

潜水艦服（防寒用）

デザインを改善

短靴

デザイン・材質を改善、防滑性・通気性を向上

～ before ～ ～ after ～

【イメージ】

陸自 海自 空自

63

203 215 187 204
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通気性を2倍以上
細部デザインを見直し



食 事

予算推移（糧食単価）

改善・魅力化

920 947 978 
1,048 

1,192 

800

900

1,000

1,100

1,200

R4 R5 R6 R7 R8

単位：円

～ after ～～ before ～
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概 要

●自衛隊の糧食費については、隊員が１日に摂取すべきカロリーや栄養素を定めた

栄養摂取基準をもとに、食材の物価上昇等を考慮した上で糧食単価を算定し、必要

な予算を確保

●令和８年度予算では、隊員の健康を維持し、満足度の高い食事とするため、一人あ

たりの糧食単価を過去最大の上げ幅となる約１４％引き上げ、１日あたり

１，１９２円に増額

✔地元産品を活用したメニュー

陸自旭川駐屯地：炭焼道産開きほっけ
（北海道産のほっけを使用）

海自第２５航空隊：ホタテシチュー
（青森県産のホタテを使用）

空自根室分屯地：根室産鹿肉カレー
（根室産の鹿すね肉を使用）

✔隊員の要望を踏まえた食事の提供

隊員の要望を聞き取り、要望を踏まえた食事を提供



トレーニング備品

草刈り作業の負担軽減

概 要

改善・魅力化

●隊員から更新等のニーズが多い身体機能の向上や体力維持・増進のための

トレーニング備品の更新等を推進

概 要

改善・魅力化

●自動草刈機（無人化やラジコン型）の導入により、隊員の負担を軽減するため

令和５年度以降、各自衛隊に導入

●令和８年度も部隊等のニーズを踏まえて導入するとともに、部外委託も実施

（那覇基地の部外委託例：年３回から年１２回（月１回）に増加）

イメージ

イメージ
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～ before ～
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宿舎の老朽化対策

概 要

改善・魅力化

✔浴室（給湯設備）の改善

✔キッチンの改善

予算推移

✔エアコン

✔洗面所の改善

～ after ～

✔和室から洋室に改善

～ before ～

～ before ～ ～ before ～

～ after ～

～ after ～

（洗濯機の設置台も取付け）

～ after ～

単位：億円

〇大規模改修： 築４０年を目途に行うリノベーションなどの大規模な全面改修

〇中規模改修： １０年程度の周期で行う外壁、内装などの改修を１～２つ程度実施する中規模な部分改修

※写真は改善の例

●宿舎の老朽化対策は、大規模・中規模改修や建替えなどをスピード感をもって

計画的に推進

●また、改修等にあわせて住宅設備の充実なども推進

●令和７年度までに約９千戸の大規模・中規模改修及び建替えに着手※

●令和８年度では新たに約２千戸の大規模・中規模改修及び建替えに着手予定

※ 戸数は防衛力整備計画期間における着手数

～ before ～

緊急参集用宿舎への付帯設備（エアコン、シーリングライト、ガスコンロ）の整備

✔シーリングライト ✔ガスコンロ

28



廠（しょう）舎

概 要

改善・魅力化

●演習場等での訓練中の部隊が宿泊する廠舎は、約１６０棟が旧耐震基準

●経年による老朽化が著しい廠舎の建替え等を部隊の意見等を踏まえ推進

●令和６年度までに４棟の整備を完了し、令和８年度までに約７０棟の建替えに

着手予定

～ before ～ ～ after ～

廠舎の例（老朽化）

共同のトイレ 劣化した浴室 シャワー・浴室の設置

29

然別演習場(R1建設)

トイレの設置

建替えイメージ

白河布引山演習場(S30建設)

令和６年度、建替に着手

令和８年度、設計に着手予定

鬼士別演習場（S39建設）



新たな生涯設計の確立

30



空 白
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定年延長について

一般隊員の定年引上げ

概 要

●人材の一層の有効活用を図るため、自衛官の定年について、令和１０年以降、

更に引き上げ、６０歳定年対象者についても拡大する予定

●令和１０年から１４年までの５か年をかけて、全階級の定年を２歳ずつ引上げ予定

現行 R10 R11 R12 R13 R14

将 60歳 61歳 62歳

将補 60歳 61歳 62歳

１佐 58歳 59歳 60歳

２佐 57歳 58歳 59歳

３佐 57歳 58歳 59歳

１尉 56歳 57歳 58歳

２尉 56歳 57歳 58歳

３尉 56歳 57歳 58歳

准尉 56歳 57歳 58歳

曹長 56歳 57歳 58歳

１曹 56歳 57歳 58歳

２曹 55歳 56歳 57歳

３曹 55歳 56歳 57歳

６０歳定年対象者の拡大

●看護師である幹部自衛官、宇宙職域の自衛官、サイバー関連業務に従事する自衛官

の一部を対象に追加し令和１０年から２年で１歳ずつ段階的に６０歳まで引き上げ

現行 R10 R１2 R１4 R１6 R１8

１佐 58歳 59歳 60歳

２佐 57歳 58歳 59歳 60歳

３佐 57歳 58歳 59歳 60歳

１尉 56歳 57歳 58歳 59歳 60歳

２尉 56歳 57歳 58歳 59歳 60歳

３尉 56歳 57歳 58歳 59歳 60歳

准尉 56歳 57歳 58歳 59歳 60歳

曹長 56歳 57歳 58歳 59歳 60歳

１曹 56歳 57歳 58歳 59歳 60歳

２曹 55歳 56歳 57歳 58歳 59歳 60歳

３曹 55歳 56歳 57歳 58歳 59歳 60歳 32



若年定年退職者給付金の給付水準の引上げ等

33

現行の若年定年退職者給付金制度の概要

【制度の目的】

若年定年制から生じる不利益を補うことにより、未だ出費のかさむ時期に定年を
迎える自衛官の退職後の不安を取り除き、士気が高く資質の優れた隊員により自衛
隊を維持することを目的とする政策的給付

【給付水準】

自衛官の定年年齢と一般の国家公務員の定年年齢の差１年につき

【支給時期】

●６０歳まで

第１回目：退職後最初の４月又は10月

第２回目：退職翌々年の８月（退職翌年の再就職賃金を把握して支給）

●６０歳以降

第１回目：60歳後最初の４月又は10月

第２回目：62歳の年の８月（61歳の年の再就職賃金を把握して支給）

●６０歳まで：退職時の俸給の６月分

内訳 第１回目：1.714月分

第２回目：4.286月分

●６０歳以降：退職時の俸給の3.45月分

内訳 第１回目：1.38月分

第２回目：2.07月分

【支給対象者（原則）】

自衛官として引き続いて20年以上勤務し、定年退職した者

【支給制限】

再就職賃金が一定額を超える場合は、給付金を減額（不支給又は返納）



① 給付水準（支給額）の引上げ

・平均的な再就職賃金と合わせ、退職時の基本的な給与水準（※1）の１００％

（現行は７５％）となるよう支給額を引上げ（※2）

※1 退職時の俸給、扶養手当、営外手当、期末手当及び勤勉手当の合計額
※2 給与水準を７５％から１００％に引き上げることで支給額は俸給３月分増

６０歳以降は、現行制度と同様に、６０歳の約７割になる水準まで引上げ

② 給付水準引上げの完了に合わせ、いわゆる「就労活躍加算」を導入

（総収入が退職時の基本的な給与水準を一定額超えられる仕組みの導入）

・給付水準の引上げ完了に合わせ、再就職先での勤労意欲に影響を及ぼしている

可能性のある支給制限(※1)を緩和するため、いわゆる「就労活躍加算」(※2)

を導入

※１ 給付金と再就職賃金の合計が退職時の
基本的な給与水準を超える場合に、給付

金の支給を制限（減額等）する仕組み

※２ 定年退職前５年間の対象手当を含めた

年収のうち最も高かった年の給与額を

上限として、退職後の再就職賃金の増加

に応じて一定額を加算する仕組み

③ 支給要件を継続２０年以上在職から通算２０年以上在職へ見直し

・「自衛官として引き続いて２０年以上勤続し、定年等により退職した者」と

されている支給要件を「自衛官として通算２０年以上勤続し、定年等により

退職した者」に緩和し、支給対象者を拡大

・①と③は令和８年４月１日以降の退職者から適用し、給付水準の引上げは適用前後で大きな

不公平感が生じないよう令和８年度から令和１０年度にかけて３段階で引上げ

（６０歳未満（６月分→９月分）、年度ごと１月分ずつ引上げ）

・②は令和１０年４月１日以降の退職者から適用する。その他、②の導入に合わせ、再就職

賃金の変化を把握するための確認回数増（60歳まで・60歳以降のそれぞれについて

確認回数１回→２回へ、支給回数は３回へ）などを実施

制度改正のポイント

＜給付水準引上げの一例（モデルケース）＞
＊ 曹長56歳定年で、退職時の基本的な給与水準が約750万円のケース

【令和10年度完成形】

＊ 曹長56歳定年で、退職時の基本的な給与水準が約750万円のケース

＜就労活躍加算の一例（モデルケース）＞
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再就職支援について

再就職先の拡大

概 要

●再就職のための職業訓練や、再就職先の拡充、公的部門への再就職の推進を実施

●また、若年定年自衛官に対する離職後の再就職支援を拡充

35

職業訓練の充実

●再就職に有用な資格の取得に必要な能力や技能の取得につながる職業訓練機会の

一層の充実

【主な職業訓練（2024年度実績）】

●関係省庁と連携し、自衛官の再就職に関する申合せ・協力依頼の多方面への発出

や、経済団体（経団連、商工会議所等）の会合や機関誌を通じた働きかけにより、

退職自衛官の再就職先の選択肢が拡大（求人数が前年比１．１４倍）

64,138 
73,282 

1.14倍

求人数全体

（凡例）
令和５年１２月～
令和６年９月
令和６年１２月～
令和７年９月

港湾運送業
（国土交通省）

41

208

5.07倍

農林水産業
（農林水産省）

576
690

1.20倍

基本方針策定（令和６年12月）以降の求人数の増加 関係省庁や経済団体と連携
した取り組み（一例）

農業における説明会
（農林水産省）

区 分 訓 練 課 目

自動車運転 ● 大型自動車 ● 普通自動車 ● 大型特殊自動車 ● 準中型自動車 ● けん引自動車

施設機械等運転
● フォークリフト・ショベルローダー ● 車両系建設機械 ● ボイラー技士
● クレーン運転士

電気通信技術 ●電気工事士 ● 電気主任技術者 ● 電気通信工事設備担任者

危険物等取扱 ● 危険物取扱者 ● 第3種冷凍機械責任者 ● 高圧ガス製造保安責任者

労務等実務
● ドローン操縦士 ● 海技士（3～6級） ● 運行管理者 ● 社会保険労務士
● 総合危機管理講座
● 警備員検定 ● キャリアコンサルタント

情報処理技術
● マイクロソフトオフィススペシャリスト ● ITパスポート ● OA機器
● 基本・応用情報技術者

社会福祉関連 ● 介護職員初任者研修 ● 介護事務 ● サービス介助士 ● 介護福祉士

医療事務 ● 医療事務 ● 調剤報酬事務 ● 調剤薬局事務 ● 登録販売者

法務等実務 ●宅地建物取引士 ●行政書士 ●秘書検定

その他

● 防災・危機管理教育 ● ファイナンシャルプランナー ● 消防設備士 ● 簿記
● 衛生管理者 ● 食育講座 ● 公務員受験対策講座 ● マンション管理士
● TOEIC ● DIYアドバイザー ● 実用英語技能検定 ● 自動車整備士
● 溶接技能者（ガス、アーク溶接など） ● 防火管理者

（令和７年１１月時点）



公的部門への再就職

●自衛官としての知識・技能・経験を再就職後も一層活用できるよう、関係省庁と

連携し、公的部門への再就職を推進し、国の行政機関（海上保安庁、総務省）

及び地方公共団体などにおける退職自衛官の活用も進展

再就職支援の拡充

●退職後の不安を解消し、生活基盤の安定を図るため、現在、若年定年自衛官が

定年退職するに当たり離職に際して１回のみ行っている離職後の再就職支援に

ついて、 ６５歳に達するまでの間、防衛省が再就職支援を何度でも行うことが

できるよう制度を拡充するため、関係する法律の改正案を今国会に提出

総務省・海上保安庁等での活用

※大規模災害における
特別行政相談

※船舶等の整備

〇総務省

〇海上保安庁

地方公共団体の防災・危機管理部門での活用

495
575

612 601
640 665 690 698

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

※令和７年度は４月１日時点、令和６年度以前は年度末時点の数値

※本資料は、地方公共団体からの聞き取り等により防衛省が把握している数値を記載

ＵＰ

（人）

〇地方公共団体の防災・危機管理部門における
退職自衛官の在籍数

〇東京都で防災監として
活躍する退職自衛官

36

●豊富な知識・技能・経験等を備えた定年退職自衛官の活躍を推進するため、再任

用自衛官が従事できる業務を拡大

●近年では、令和５年３月に補助艦艇の乗組員、練習機の教官操縦士を、令和６年

４月にサイバー及び飛行点検を、令和７年４月に宇宙に関する業務を、令和８年

４月に航空機を用いた画像情報の収集等及び航空機の研究開発に関する業務を追加

再任用の対象となる業務

教育、研究、補給、総務、渉外・広報、法務、会計、
監査、人事、募集、厚生、給養、援護、警務、情報、
保全、検査、監察、安全、分析、サイバー・通信・電
子、輸送、施設、
気象・海象、整備、音楽、衛生、港務、航空交通管制、
船舶乗組、飛行（教育訓練、画像情報の収集等、研究
開発及び飛行点検に限る。）、宇宙

再任用自衛官の補職先の拡充



空 白

37



参考資料

●御家族へのご説明、あるいは隊員自主募集などにご活用ください。
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キ
リ
ト
リ

自
衛
官
の
給
与
引
き
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

さ
ら
に
来
年
度
に
向
け
、
自
衛
隊
初
と
な
る
給
与
体
系
の
独
自
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
！

生
涯
年
収
：
約
２
．
９
億
円

再
就
職
賃
金

再
就
職
支
援
を
拡
充
！

定
年
後
の
独
自
の
給
付
金

約
３
９
０
万
円
／
年

（
6
0
歳
以
降
は
約
2
0
0
万
円
／
年
）

ト
ー
タ
ル
約
2
,5
３
0
万
円

令
和
8
～
1
0
年
度

給
付
金
引
上
げ
！

＋
約
1
3
0
万
円
/年

ト
ー
タ
ル
＋
約
８
３
０
万
円
/年

＋
1
2
3
万
円

３
年
前
約
3
2
8
万
円

３
年
前
約
4
8
0
万
円

３
年
前
約
6
9
0
万
円

（
３
年
前
約
2
.４
億
円
）

年
収
約４
５
１
万
円
＋各
種
手
当

（
月
収
約
２
６
万
円
+
各
種
手
当
）

年
収
約５
４
７
万
円
＋各
種
手
当

（
月
収
約
３
２
万
円
+
各
種
手
当
）

年
収
約７
２
３
万
円
＋各
種
手
当

（
月
収
約
４
３
万
円
+
各
種
手
当
）

※
高
卒
初
任
給
約
２
４
万
円

約
２
８
０
万
円

（
２
０
～
２
４
歳
平
均
）

約
４
５
０
万
円

（
３
０
～
３
４
歳
平
均
）

約
５
７
０
万
円

（
５
５
～
５
９
歳
平
均
）

給
与
所
得
者
の
年
齢
階
層
別
の
平
均
給
与

【
出
典
：
国
税
庁
「
令
和
６
年
分
民
間
実
態
統
計
調
査
」
】

【
一
般
曹
候
補
生
の
高
卒
入
隊
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
】

若
手
（
士
長
2
0
歳
）

中
堅
（
２
曹
3
2
歳
）

ベ
テ
ラ
ン
（
曹
長
5
5
歳
）

定
年
退
職
後
（
～
6
5
歳
）

＋
６
７
万
円

＋
３
３
万
円

正
社
員
の
１
人
当
た
り
の
平
均
給
与
5
4
5
万
円

【
出
典
：
国
税
庁
「
令
和
６
年
分
民
間
実
態
統
計
調
査
」
】

毎
月
の
給
与
に
加
え
、
様
々
な
手
当
等
も
支
給
さ
れ
ま
す

（
一
例
）
●
指
定
場
所
生
活
調
整
金
：
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補
生
と
し
て

採
用
か
ら
６
年
間
１
２
０
万
円
（
２
０
万
円
／
年
）

（
※
）
本
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
値
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
4
月
現
在
の
も
の
で
あ
り
、
一
例
で
す
。

自
衛
官
の
給
与
に
関
す
る

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ
☞

Q
R
コ
ー

ド
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キ
リ
ト
リ

１年
中
ス
マ
ホ
で
受
験
可
能
で
す
。

自
衛
官
と
し
て
最
初
の
１年
間
勤
務
し
た
時
の

年
収
は

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

自
衛
隊
病
院
等
で
の
治
療
・
入
院
は
無
料

衣
・
食
・
住
・
医
療
全
て
提
供

（
参
考
）
年
間
の
衣
食
住
に
係
る
費
用
：
約
1
1
1
万
円

（
参
考
）
年
間
の
保
険
医
療
に
係
る
費
用
：
約
６
万
円

希
望
者
の
再
就
職
率
9
9
%
以
上

大
学
進
学
時
年
間
最
大
5
3
.6
万
円
支
給

か
ら
実
現
す
る
夢

【１任
期
目
】

陸
２
年
間

海
・
空

３
年
間

【２
任
期
目
】

２
年
間

生
涯
収
入
は

約
２
．
9
億
円

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
も
あ
る
よ

休
日
：
年
間
約
１５
０
日

勤
務
時
間
：
０
８
：
１５
～
１７
：
０
０
（
基
準
）

再
就
職
ま
た
は
進
学

お
金
を
貯
め
て
退
職
後
は

○
○
し
よ
う
！

大
学
の
奨
学
金
を

返
済
し
た
い
！

任
期
満
了
し
た
ら

進
学
し
た
い
！

任
期
満
了
し
た
ら
○
○
に

就
職
し
た
い
な
！

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
自
衛
官
）

採
用

本
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
値
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
令
和
８
年
度
予
算
に
基
づ
き
制
作
し
て
お
り
ま
す
。

指
定
場
所
生
活
調
整
金

６
年
間
で
最
大
１２
０
万
円

継
続

任
用

プ
ラ
ス
！
！

新
卒
・
既
卒
・
２
卒
か
ら
の

「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
あ
り
」

「
採
用
時
の
体
力
不
問
」

処
遇
の
詳
細
は
コ
チ
ラ
に
ア
ク
セ
ス
！

自
衛
官
を
続
け
る

事
も
で
き
ま
す
よ

※
金
額
は
四
捨
五
入
に
よ
る
。

特
例
退
職
手
当

陸
１任
期
目
（
２
年
）
約
7
7
万
円

２
任
期
目
（
２
年
）
約
1
8
6
万
円

海
・
空

１任
期
目
（
３
年
）
約
1
2
5
万
円

２
任
期
目
（
２
年
）
約
１
9
１万
円

任
期
終
了
ま
で
勤
務
す
れ
ば

更
に
特
例
退
職
手
当
が
受
け
取
れ
る
！

※
高
卒
任
官
時
初
任
給
約
2
4
.0
万
円
を
基
準
に
計
算

大
卒
の
場
合
、
任
官
時
初
任
給
約
2
5
.7
万
円
で
、
年
収
３
８
8
万
円
！

約
３
7
1
万
円

※

こ
れ
に
加
え
、
仕
事
内
容
に

よ
っ
て
色
々
な
手
当
を
支
給
！

地
域
手
当
、
特
殊
作
戦
隊
員
手
当
、

落
下
傘
手
当

航
空
手
当
、

乗
組
手
当
、
航
海
手
当

e
tc



キ
リ
ト
リ

メ
リ
ッ
ト
①
⇒
身
に
つ
く
ス
キ
ル

#
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
、
#
自
己
管
理
能
力
、

#
問
題
解
決
力
、
#
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、

#
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
#
論
理
的
思
考
力
、

#
判
断
力
、
#
基
礎
体
力

そ
の
他
、
様
々
な
職
種
ご
と
に
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
！

メ
リ
ッ
ト
②
⇒
無
料
で
資
格
取
得

大
型
自
動
車
、
大
型
特
殊
自
動
車

ド
ー
ザ
免
許
、
二
等
航
空
整
備
士

乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者

一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
一
級
小
型
船
舶
操
縦
士

そ
の
他
、
多
数
あ
る
職
種
ご
と
に
専
門
的
な
資
格
を
取
得
！

自
費
だ
と

最
大
3
0
0
万
円

必
要
な
資
格

も
あ
る
よ

気
が
付
け
ば

身
に
付
い
て
い
る
よ
♪



キ
リ
ト
リ

１年
中
ス
マ
ホ
で
受
験
可
能
で
す
。

陸
上
自
衛
官
と
し
て
２
任
期
（
４
年
）
で
退
職
し
た
場
合

給
与
の
総
額
は

約
2
,0
2
6
万
円

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

自
衛
隊
病
院
等
で
の
治
療
・
入
院
は
無
料

衣
・
食
・
住
・
医
療
全
て
提
供

（
参
考
）
年
間
の
衣
食
住
に
係
る
費
用
：
約
1
1
1
万
円

（
参
考
）
年
間
の
保
険
医
療
に
係
る
費
用
：
約
６
万
円

希
望
者
の
再
就
職
率
9
9
%
以
上

大
学
進
学
時
年
間
最
大
5
3
.6
万
円
支
給

か
ら
実
現
す
る
夢

【１任
期
目
】

２
年
間

【２
任
期
目
】

２
年
間

生
涯
収
入
は

約
２
．
9
億
円

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
も
あ
る
よ

休
日
：
年
間
約
１５
０
日

勤
務
時
間
：
０
８
：
１５
～
１７
：
０
０
（
基
準
）

再
就
職
ま
た
は
進
学

お
金
を
貯
め
て
退
職
後
は

起
業
し
よ
う
！大
学
の
奨
学
金
を

返
済
し
た
い
！

任
期
満
了
し
た
ら

進
学
し
た
い
！

退
職
後
は
民
間
企
業
で

働
い
て
み
た
い
！

２
等
陸
士

（
任
期
制
自
衛
官
）

採
用

本
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
値
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
令
和
８
年
度
予
算
に
基
づ
き
制
作
し
て
お
り
ま
す
。

特
例
退
職
手
当

約
7
7
万
円
(１任

期
目
２
年
)

約
1
8
6
万
円
(2
任
期
目
２
年
)

指
定
場
所
生
活
調
整
金

６
年
間
で
最
大
１２
０
万
円

継
続

任
用

プ
ラ
ス
！
！

1
8
～
3
2
歳

新
卒
・
既
卒
・
２
卒
か
ら
の

「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
あ
り
」

「
採
用
時
の
体
力
不
問
」内
容
の
詳
細
は
コ
チ
ラ
に
ア
ク
セ
ス
！ 自
衛
官
を
続
け
る

事
も
で
き
ま
す
よ

※
金
額
は
四
捨
五
入
に
よ
る
。

特
例
退
職
手
当
も
出
る
よ



キ
リ
ト
リ

メ
リ
ッ
ト
①
⇒
身
に
つ
く
ス
キ
ル

#
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
、
#
自
己
管
理
能
力
、

#
問
題
解
決
力
、
#
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、

#
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
#
論
理
的
思
考
力
、

#
判
断
力
、
#
基
礎
体
力

そ
の
他
、
様
々
な
職
種
ご
と
に
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
！

メ
リ
ッ
ト
②
⇒
無
料
で
資
格
取
得

大
型
自
動
車
、
大
型
特
殊
自
動
車

ド
ー
ザ
免
許
、
二
等
航
空
整
備
士

乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者

一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
一
級
小
型
船
舶
操
縦
士

そ
の
他
、
多
数
あ
る
職
種
ご
と
に
専
門
的
な
資
格
を
取
得
！

自
費
だ
と

最
大
3
0
0
万
円

必
要
な
資
格

も
あ
る
よ

気
が
付
け
ば

身
に
付
い
て
い
る
よ
♪



キ
リ
ト
リ

１年
中
ス
マ
ホ
で
受
験
可
能
で
す
。

海
上
自
衛
官
と
し
て
２
任
期
（
５
年
）
で
退
職
し
た
場
合

給
与
の
総
額
は

約
3
,1
3
4
万
円

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

自
衛
隊
病
院
等
で
の
治
療
・
入
院
は
無
料

衣
・
食
・
住
・
医
療
全
て
提
供

（
参
考
）
年
間
の
衣
食
住
に
係
る
費
用
：
約
1
1
1
万
円

（
参
考
）
年
間
の
保
険
医
療
に
係
る
費
用
：
約
６
万
円

希
望
者
の
再
就
職
率
9
9
%
以
上

大
学
進
学
時
年
間
最
大
5
3
.6
万
円
支
給

か
ら
実
現
す
る
夢

【１任
期
目
】

３
年
間

【２
任
期
目
】

２
年
間

生
涯
収
入
は

約
３
．
5
億
円

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
も
あ
る
よ

休
日
：
年
間
約
１５
０
日

勤
務
時
間
：
０
８
：
１５
～
１７
：
０
０
（
基
準
）

再
就
職
ま
た
は
進
学

お
金
を
貯
め
て
退
職
後
は

起
業
し
よ
う
！大
学
の
奨
学
金
を

返
済
し
た
い
！

任
期
満
了
し
た
ら

進
学
し
た
い
！

退
職
後
は
民
間
企
業
で

働
い
て
み
た
い
！

２
等
海
士

（
任
期
制
自
衛
官
）

採
用

本
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
値
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
令
和
８
年
度
予
算
に
基
づ
き
制
作
し
て
お
り
ま
す
。

特
例
退
職
手
当

約
1
2
5
万
円
(１任

期
目
3
年
)

約
1
9
1
万
円
(2
任
期
目
２
年
)

継
続

任
用

プ
ラ
ス
！
！

1
8
～
3
2
歳

新
卒
・
既
卒
・
２
卒
か
ら
の

「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
あ
り
」

「
採
用
時
の
体
力
不
問
」

自
衛
官
を
続
け
る

事
も
で
き
ま
す
よ

※
金
額
は
四
捨
五
入
に
よ
る
。

指
定
場
所
生
活
調
整
金

６
年
間
で
最
大
１２
０
万
円

特
例
退
職
手
当
も
出
る
よ

内
容
の
詳
細
は
コ
チ
ラ
に
ア
ク
セ
ス
！



キ
リ
ト
リ

メ
リ
ッ
ト
①
⇒
身
に
つ
く
ス
キ
ル

#
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
、
#
自
己
管
理
能
力
、

#
問
題
解
決
力
、
#
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、

#
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
#
論
理
的
思
考
力
、

#
判
断
力
、
#
基
礎
体
力

そ
の
他
、
様
々
な
職
種
ご
と
に
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
！

メ
リ
ッ
ト
②
⇒
無
料
で
資
格
取
得

大
型
自
動
車
、
大
型
特
殊
自
動
車

ド
ー
ザ
免
許
、
二
等
航
空
整
備
士

乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者

一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
一
級
小
型
船
舶
操
縦
士

そ
の
他
、
多
数
あ
る
職
種
ご
と
に
専
門
的
な
資
格
を
取
得
！

自
費
だ
と

最
大
3
0
0
万
円

必
要
な
資
格

も
あ
る
よ

気
が
付
け
ば

身
に
付
い
て
い
る
よ
♪



キ
リ
ト
リ

１年
中
ス
マ
ホ
で
受
験
可
能
で
す
。

航
空
自
衛
官
と
し
て
２
任
期
（
５
年
）
で
退
職
し
た
場
合

給
与
の
総
額
は

約
2
,5
6
6
万
円

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

自
衛
隊
病
院
等
で
の
治
療
・
入
院
は
無
料

衣
・
食
・
住
・
医
療
全
て
提
供

（
参
考
）
年
間
の
衣
食
住
に
係
る
費
用
：
約
1
1
1
万
円

（
参
考
）
年
間
の
保
険
医
療
に
係
る
費
用
：
約
６
万
円

希
望
者
の
再
就
職
率
9
9
%
以
上

大
学
進
学
時
年
間
最
大
5
3
.6
万
円
支
給

か
ら
実
現
す
る
夢

【１任
期
目
】

３
年
間

【２
任
期
目
】

２
年
間

生
涯
収
入
は

約
２
．
9
億
円

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
も
あ
る
よ

休
日
：
年
間
約
１５
０
日

勤
務
時
間
：
０
８
：
１５
～
１７
：
０
０
（
基
準
）

再
就
職
ま
た
は
進
学

お
金
を
貯
め
て
退
職
後
は

起
業
し
よ
う
！大
学
の
奨
学
金
を

返
済
し
た
い
！

任
期
満
了
し
た
ら

進
学
し
た
い
！

退
職
後
は
民
間
企
業
で

働
い
て
み
た
い
！

２
等
空
士

（
任
期
制
自
衛
官
）

採
用

本
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
値
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
令
和
８
年
度
予
算
に
基
づ
き
制
作
し
て
お
り
ま
す
。

特
例
退
職
手
当

約
1
2
5
万
円
(１任

期
目
3
年
)

約
1
9
1
万
円
(2
任
期
目
２
年
)

継
続

任
用

プ
ラ
ス
！
！

1
8
～
3
2
歳

新
卒
・
既
卒
・
２
卒
か
ら
の

「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
あ
り
」

「
採
用
時
の
体
力
不
問
」

自
衛
官
を
続
け
る

事
も
で
き
ま
す
よ

※
金
額
は
四
捨
五
入
に
よ
る
。

指
定
場
所
生
活
調
整
金

６
年
間
で
最
大
１２
０
万
円

特
例
退
職
手
当
も
出
る
よ

内
容
の
詳
細
は
コ
チ
ラ
に
ア
ク
セ
ス
！



キ
リ
ト
リ

メ
リ
ッ
ト
①
⇒
身
に
つ
く
ス
キ
ル

#
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
、
#
自
己
管
理
能
力
、

#
問
題
解
決
力
、
#
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、

#
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
#
論
理
的
思
考
力
、

#
判
断
力
、
#
基
礎
体
力

そ
の
他
、
様
々
な
職
種
ご
と
に
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
！

メ
リ
ッ
ト
②
⇒
無
料
で
資
格
取
得

大
型
自
動
車
、
大
型
特
殊
自
動
車

ド
ー
ザ
免
許
、
二
等
航
空
整
備
士

乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者

一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
一
級
小
型
船
舶
操
縦
士

そ
の
他
、
多
数
あ
る
職
種
ご
と
に
専
門
的
な
資
格
を
取
得
！

自
費
だ
と

最
大
3
0
0
万
円

必
要
な
資
格

も
あ
る
よ

気
が
付
け
ば

身
に
付
い
て
い
る
よ
♪



1任期（3年）あたり

約27万円

1年あたり

約9万円
引
上
げ

１任期（3年）あたり

約68万円

1年あたり

約23万円

給与法改正を受け、令和８年度から即応予備自衛官の手当も増額

予備自衛官・即応予備自衛官 募集中！
予備自衛官の場合

R7
引
上
げ(

改
定
後)

１任期（3年）あたり

約72万円

1年あたり

約24万円

R8

R6

令和６年能登半島地震での予備自衛官の活動

※いずれも年間5日の訓練に出頭した場合の金額

R6から

約３倍

UP

予備自衛官等の各種制度はコチラ



空 白



空 白




